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『本とはたらく』 矢萩多聞著. -- 河出書房新社, 2022. 中野実務・軽読書 

『ニッポン政界語読本 単語編・会話編』 

 イアン・アーシー著 -- 太郎次郎社エディタス, 2024. 中野開架 312.1/100//N』 

最近の「裏金」問題に始まった話ではなく、政治とカネの問題や政治家の失言（漏らし

た本音が建前とズレすぎて問題視される場合が大半だが）は枚挙にいとまがない。「あぁま

たか」とうんざりはするが、「いつまでも政治は変わらない」と諦める前にこんな本はいか

が。日本の政治のありようをその言葉の面から注目し皮肉たっぷりに取り上げる。「単語

編」「会話編」と 2冊あるが、一続きに読むと理解が一層深まる。改めて私たちが現在の日

本の政治に感じるモヤモヤ・苛立ち・不快の理由がどこにあるのかに気づかせてくれる。

そして、政治の言葉に多用されるごまかし・ぼかし・きれいごとをはじめ、日本語の「特

殊用法」の数々を「学ぶ」ことで、私たちは同じような物言い（政治家ならずとも実はあ

ちこちで見かける言葉づかいも多い）に対する感度を高め、その対応（ツッコミや切り返

し）の訓練にもなりそうだ。 

 

「装丁家」という職業をご存じだろうか。普段私たちが読んでいる本のカバーや表紙など、

本の見た目を形にするデザイナーのことだ。 

作者である矢萩多聞さんは、中学 1年で学校を辞め、その後、得意のペン画を描きながら、

インドと日本を行ったり来たりするというユニークな人生を歩まれてきた方だ。そんな中で、

偶然、本のデザインをする運びとなった矢萩さんは、以後、現在に至るまで装丁家として数々

の本を世に送り出していくこととなる。試行錯誤しながら独学で装丁家になったというという

のだから、これまた面白い経歴だ。 

本書には、矢萩さんの幼少期から現在に至るまでの思い出や経験、本づくりを通して感じて

きた様々な思いが綴られている。 

「本づくりは決して 1人で完結できる営みではない。どんな本でも、その背景には絶えず、

多くの人々の汗と涙が隠されている」 

本書を通じて感じた想いを噛みしめながら、これからも本と共に人生を歩んでいきたい。 

図書たより 

対談である。何についての対談か？本である。 

著者の花田奈々子氏は書店員、書店経営者、作家など「本」に関する肩書を多数持っている。 

著作には「出会い系サイトで 70人と実際に会ってその人に合いそうな本をすすめまくった 1年間

のこと」があり、本の中でも本を扱う「本」のプロである。 

そんな花田氏が感銘を受けた 1冊についてその作者と対談する。絵本作家、社会学者、写真

家、国語辞典編纂者など魅力的な顔ぶれ、その数 20人 20冊。 

対談の内容は、取り上げる本を通して花田氏が「モヤ」としていた事をクリアにしてくれた、

もしくは新しい「モヤ」とするきっかけになった作者の思想や体験を本人と語り合う。読者とし

てなんとも贅沢なうらやましい体験である。 

『モヤ対談』 花田菜々子著. -- 小学館, 2023. 中野開架 914.6/462//N 
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本  の  取  寄  せ   

他キャンパスにある図書を中野図書館へ取寄せて借りることができます 

OPACからログインしメールアドレスを登録して

おくと、到着時にメールが届きます。 

中 野 図 書 館 か ら の お し ら せ 

「予約」ボタンで何ができる？ 

 

1. 他キャンパスからの取寄せ 

 

2. 他の人が借りている「貸出中」

の本の予約 

取寄せはいつ届く？ 

 

申込み 着日 

月～木曜日 翌日 

金～日曜日 翌週月曜日 

 

15時ごろ中野図書館で受取可！ 

「本を借りてみたい！」 

「論文を探してみよう」 

「学校に来なくても文献を探せる？」 図書館の利用方法がわかる展示やってます 

詳しくはこちらから→

→ 

 
オススメ本棚 

「ようこそ明治大学中野図書館へ」 

「予約」ボタンをクリック 

Step1 

受取希望館を中野に指定 

Step2 

 

明治大学図書館OPACで検索 ⇒ 借りたい本が他キャンパスの所蔵だったら… 

 

 


